



















? G.von Rad,Das Erste Buch Mose Genesis (ATD2-4;Go?ttingen 1987)
307.Ｇ・フォン・ラート『創世記（下）』（ATD.NTD聖書註解刊行会1993）
693頁。







































?i Ａ 豊作の七年（47-49節) 過去での準備




















The Poetics of Biblical Narrative (Bloomington 1987)394-400頁参照。




































































































































































Ｂ：3節 aβ (c） 醜い＋姿＋(d）痩せた＋肉＝立つ


































Ｂ：3節 (c）醜い ＋姿 (d）痩せた＋肉

































































































































































































































































































































































?? 単語の変化について〝the slight differences in phraseology are due to
 


















































































































































































































































abbo?qer wattippa?‘em ru?h.o? wayyislah. wayyiqra?’
’et
?
-kol-h.ar t.umme? mi s.rayim w?’et?
-kol-h.a k?
a?me y ha?






















































































































Ａ 七牛 良い ３語
Ｂ 七年 それら ３語
Ａ’ 七穂 良い ３語



































?? M.Fishbane, Biblical Interpretation in Ancient Israel (Oxford 1985)
451.
Ａ 七牛 痩せた＋悪い 上がる 後から ６語
Ｂ 七年 それら ３語
Ａ’ 七穂 痩せた＋枯れた＋東風 ５語

































































Ａ ファラオ（3sg.m) a） エジプトの国土の上に（アル）
b） pqd pqd 国土の上に（アル）
a’）エジプトの国土の上を（エト) 豊作の七年に（ブ）





























































































１．集める ＝食料 良い年（時間) ８語
２．積み上げる＝穀物 食料＋町々で（空間) ７語
３．保管する １語
?i 35節は委任統治者（３人称男性複数）が主語となる３分節からなっ
ている。最初と次の分節は並列的である。
?ii 最初の分節では「食料」が「良い年々」（時間）と，次の文節では「食
料」が「町々」（空間）と結びつけられている。
?iii 「良い年々」は前節の「豊作の七年」を換言したものである。飢饉が
２回使われているのに対し，単語として豊作が１回しか用いられてい
ないのは，豊作よりも飢饉を強調するためであると考えられる。
?iv 名詞「食料」はヨセフ物語の中では41章から44章にかけて頻繁に
使用され出す単語である??。動詞「食べる」は４，20節で「悪い」雌牛
が（良い）雌牛を食べたと言われているが，37：20，33では「悪い」
動物がヨセフを食べたと述べられており，両者は並行関係にある??。
?v 形容詞「良い」は41章で６回用いられている。そのうちの４回
?? 普通態（qal）では「侍従長は彼らをヨセフに任せる」（40：4），「神が兄弟
を顧みる」（50：24，25）とある。36節の「備蓄」（piqqa?d
?
o?n）は同根の単
語。
?? 41：35（２回），36，48（３回）；42：7，10；43：2，４，20，22，44：1，
25，44：1，25，47：24。
?? 40：17，19では「鳥が食べる」と言われている。
63柊：夢見る者の夢解釈（?)
（５，22，24，26節）は穂に，１回（26節）は雌牛に，１回（35節）
は年にあてられている。穂に一番多く「良い」が適用されているのは，
豊作は主として農耕と関係するからであろう。35節では「良い」年に
食料を集めることと，穀物（バル）を積み上げることが並列的に述べ
られていることからもそれはわかる。
④ (Ａ’)食料：36節
１．ある＋食料＋備蓄に（ル)＋地に（ル)＋飢饉の七年に（ル）
ある エジプトの地に（ブ）
２．絶たれない 地は 飢饉で
?i 36節は飢饉の年にその食料が備蓄となる（ある/ハヤー）という肯定
形と，国土は飢饉によって断絶されない（カラト）という否定形の２
分節からなっている。
「ある」（ハヤー）の肯定形：飢饉の年に食料は備蓄となる
「絶つ」（カラト）の否定形：飢饉で国土は断絶されない
?ii 飢饉という単語はヨセフがファラオに答える言葉の最後に置かれて
いる。これはヨセフがファラオの夢を解き明かし，最初に飢饉を述べ
る27節に呼応する。27節でも，36節でも飢饉の語は文節の最後に置
かれている。但し，前者は飢饉があることを述べるのに対し，後者は
飢饉で国が断絶されることはないと言う。
27節：七年の飢饉があるだろう （yihyu?seb
?
a‘s?ne?ra?‘a?b
?
）
36節：国土は飢饉で断絶されることはない（w?lo?? ’-t
?
iKKa?re?t
?
ha?’a?res. ba?ra?‘a?b?
）
?iii 36節の書き出しは「食料は飢饉の七年に（時間），国土に（空間），
備蓄となるであろう。」（w?ha?ya?h ha?’o?k
?
el l?piqqa?d
?
o?n la?’a?res. l?seb?
a‘
s?ne?ha?ra?‘a?b
?
）と，前置詞「～に」（ル）が３回続けて備蓄，空間，時
間に当てられている。
?iv 「七年の飢饉がエジプトの国土にあるだろう」（36節）は，35節の「こ
れらやって来る良い年々」と対立的な並行関係となっている。
35節：これらやって来る（ボー，３人称複数女性分詞）良い年々
36節：～地にあるだろう（ハヤー，３人称複数女性形）飢饉の七年
?v 動詞「なる/ある」（ハヤー）は当節で２回使われている。はじめは
食料を主語として単数形で，あとでは飢饉の年々を主語として複数形
? ?
?
?
64 藤女子大学キリスト教文化研究所紀要
で出て来る。
Ⅶ エピローグ
ヨセフはファラオの夢を解く。それが正しいかどうかの実際を見るに
は長い年月を必要とする。40章の給仕長と料理長の夢の場合には，ファ
ラオの誕生日が三日後であったので，ヨセフの夢の解き明かしの正しい
ことはすぐに証明された。給仕長と料理長は明暗を異にして，前者は生
き後者は死ぬことになる。
ところが，41章のファラオの夢の場合には，七年の豊作と七年の飢饉
という40章の三日とは比較にならない長い時間であって，ヨセフの夢の
解き明かしが証明されるにはそうした時間の経過を待たなければならな
い筈である。しかるに，ファラオはその前にヨセフを責任者として豊作
と飢饉の対策にあたらせる。それはヨセフ30歳の時で，カナンからエジ
プトに売られて13年経った時のことである。
41章でヨセフがファラオの夢を解き明かす要点は二つである??。一つ
は七頭の雌牛と七つの穂を，七年と七年と解釈したことであり，もう一
つはよい雌牛とよい穂を豊作とし，悪い雌牛と悪い穂を飢饉としたこと
である。そして，飢饉のほうがより重大であるということである。
37章のヨセフの夢には神は登場しないが，40章のファラオの家臣の夢
では夢を解き明かすのは神であるとヨセフの口から一度語られる。とこ
ろが，41章のファラオの夢の場合には，ヨセフはその夢の解き明かしの
中で神を４回も口にする。
37章でヨセフが見る二回の夢は大地（空間：穀物の束）と天空（時間：
日・月・星）を，40章でファラオの二人の家臣が見る夢は飲物（地：ぶ
どう/植物）と食物（天：鳥/動物）を，41章でファラオが見る二回の夢
は動物（七牛）と植物（七穂）を表象し全ては連鎖している。しかしな
がら，最後の動物と植物はそれ自体が問題ではなく，それらの良し悪し
が重要であって，意味するところは豊作と飢饉という生命に関わる問題
だということである。
?? Pirsonは食物と時間と言う。前掲書59頁参照。
65柊：夢見る者の夢解釈（?)
七年の豊作と七年の飢饉というヨセフの夢解釈は，大地と天空という
ヨセフの最初の夢へ循環する。ヨセフの夢の束はファラオの夢の穂につ
ながり，太陽と月と11の星はヨセフのエジプトでの13年を象徴する??。
豊作と飢饉は大地の収穫に関連し，七年の歳月は天空の運行と関連する
と言えるだろう。
?? R.Pirson，前掲書57頁参照。
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